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伊

勢

S

O

生

久
振
り
四
日
間
と
云
ふ
、
我

に
取
て
は
最
と
貴
き
休
暇
を
、
寫

生
労

々
避

暑
に
と
志
州
小
濱
に
行
き
し
は
八
月
二
十
三
日
の
正
午
頃
大
湊
の
宅
を
飛

出
し
た
、
ス
ケ
ツ
チ
箱
及
衣
類

や
紙
、
三
脚
、
傘
、
を
小
さ
き
も
の
は
カ

バ
ン
に
押
込
み
て
、
鹽
合
村
に
渡
り
、
電
車
を

二
見
に
、
腕
車
を
松
下
村

に
捨
て
、
又
渡
舟
で
對
岸

に
、
其

れ
よ
り
丘
を
越
え
て
小
濱

に
着
し
た
、

小
濱
は
戸
數

は
約
百
五
十
、
東
は
海
に
面
し
他
の
三
方
は
山
に
て
圍
む
、

宿
屋
は

二
軒
あ
り
、
僕
は
そ
の

一
に
陣
取
り
ぬ
、
S

君
の
父
母
來
り
て
、

盆
中
に
は
宿
に
肴
な
け
れ
ば
、
前
以
て
用
意
し
た
り
と
て
、
晩
餐
に
は
尺

餘
の
魚
數

尾
を
煮
付
に
刺
身
に
賞
翫
し
た
、
夜
は
盆
踊
り
を
見
に
行
き
歸

り
て
床

に
入
る
、
蚊
は
居
ら
ず
、
清
風
徐

々
と
吹
來
り
甚
だ
涼
し
、
又
水

も
良
け
れ
ば
、
避
暑

に
は
好
適
地
で
あ
る
、
且

つ
平
常
魚
は
飽

る
程
あ
り
、

宿
料
も
お
話
に
な
ら
ぬ
程
安
直
に
て
、
冬
は
又
至
て
暖
か
な
る
由
な
り
。

　

二
十
三
日
　
朝
早
く
よ
り
目
覺

め
、
濱

を
散
歩
し
た
、
朝
餐
を
終
り
た

る
こ
ろ
、
S
君
は
三
脚
、
手
製
の
畫
架
等
を
携

へ
入
り
來

る
、
僕
も
道
具

を
揃

へ
て
居
る
内
俄
に
雨
降
り
出
せ
り
、
追

々
東
風
烈
し
く
加
は
り
、
家

人
慌

て
ゝ
戸
を
繰

る
や
ら
拭
布
を
呼
ぶ
や
ら
大
騒
動
、
中

々
止
ま
ぬ
、
室

の
戸
は
、
殆
ど
閉
切
ら
れ
、
僅
か
光
を
取
る
爲

に
、
寸
餘

を
剰
す
の
み
、

室
内
は
暗
く
、
何
を
爲
す
事
も
出
來
ず
、
其
内
少
年

一
二
訪
來
り
、
雜
誌

な

ど
を
借
り
て
、
終
日
八
疊

の
間

に
寝
た
り
起
た
り
し
て
語
る
。

　

二
十
四
日
　
今
日
は
朝
は
晴
れ
居
た
る

も
、
暫
時

の
後
降
り
出
し
、
昨

日
に
劣
ら
ぬ
暴
風
雨
な
れ
ば
、
手
元
の
物
を
片
端
か
ら
暗
き
光
に
て
寫
し

始
め
た
れ
ど
何
だ
か
氣
乗
り

せ
ず
、
午
後
雨
止
み
た
れ
ば
、早
速
飛
出
し
、

S
君
と
共

に
前

の
山
に
登
り
、
半
腹
に
て
大
強
雨
に
出
會

ひ
早

々
逃
げ
歸

る
、

　

二
十
五
日
　
今
日
も
前
日
の
如
き
天
氣
故
S
君
に
花
を
取
り
來

る
樣
云

置
た
る
に
、
軈

て
雨
を
侵
し
て
花
持
來
る
、
其
を
寫

し
又
S
君
を

「
モ
デ

ル
」
と
し
て
鉛
筆
畫

を
作
り
、
午
後
雨
止
み
た
れ
ば
、
は
が
き
形
ス
ケ
ツ

チ
箱
を
携

へ
、
近
邊
の
谷
合

に
て
、
小
屋
を
寫
す
に
、
中
途

よ
り
又

々
烈

し
き
風
雨
、
畫

は
勿
論
、
繪
具
も
ず

ぶ
濡
れ
に
て
、
早

々
小
屋
に
駈
込
み

し
に
、
其
内
に
は
、
魚
肥
等
貯

へ
あ
る
故
、
鼻
持
な
ら
ざ
れ
共
、
や
む
な

く
小
降
を
待
ち
て
、
下
の
寺

の
本
堂

に
退
き
、
降
止
む
迄
其
處

よ
り
四
方

を
眺
め
、
鉛
筆
を
走
ら
せ
た
。

　

二
十
六
日
　
重
ね
重
ね

の
失
敗

に
勞
れ
し
か
、
七
時
過
る
頃
ま
で
寝

た
、

雨
戸
の
隙
よ
り
、
明
き
朝
日

の
光
り
が
障
子
に
映
り
し
故
、
勇
み
立
ち
て

戸
を
引
開
け
し
に
、
燦

々
た
る
光
ま
ば
ゆ
く
、
既
に
枯
死
せ
ん
と
せ
し
者

が
、
更

に
新
生
命
を
得
た
る
如
き
感
じ
が
し
た
、
早
速
S
君
を
促
し
て
、

仕
度
そ
こ
そ
こ

に
、
山
を
越
え
て
網
干
す
濱
に
と
出
掛
く
、
急
ぎ
位
置
を

定
め
、
筆
を
執
り
た
る
に
、
漁
夫
數

人
舟
を
打
揚
げ
、
僕

の
側
に
來
り
て

挨
拶
を
な
し
、
後
に
廻
り
て
我
畫

を
拝
觀

す
、
S
君
は
暑
き
か
海
中
に
頭

の
み
現
し
泳
て
居
る
、
汀
に
は
漁
夫
舟
を
洗

ふ
者
、
薪
を
運

ぶ
者
あ
り

、

畫
は
不
充
分
な
が
ら
出
來
上
つ
た
の
で
、
ス
ケ
ツ
チ
ブ
ツ
ク
を
取
出
し
、

其
等
を
ス
ケ
ツ

チ
し
た
る
後
、
僕
も
衣
を
脱
し
て
海
中

に
浴
し
、
宿
に
歸

り
て
晝
食
を
な
し
、
午
後
は
「せ
ぎ

」
と
云

へ
る
所
に
至
る
、
岩
上
の
松
の

根
元
に
小
さ
き
番
小
屋
あ
り
て
、
頗

る
面
白
し
、
何
で
も
大
な

る
も
の
と



思

ひ
し
が
失
敗

の
元

、

八
ツ
切

に
て

二
日
間

に
仕
上

ぐ
る
豫

定

に
て
取
掛

り

ぬ
、

　

二
十
七
日
　
最

早
豫

定

の
休
日

を
超
過

す

る
事

今
日
で

二
日
、
是
非
夕

刻

よ
り
歸

ら
ね
ば
な

ら
ぬ
、
然

し

一
時
間

で

も
延
し

度

い
、
朝

は
昨
日

の

濱

に
行
き

、
地
藏
堂

を
寫

す
、
何
時

も
な

が
ら
思

ふ
樣

に
出
來
ず

、

そ
れ

に

砂
上
で

照
付
け
ら

れ
る
爲
非
常

に
暑

く
、
中
途
で
筆

を
措

き
て
海
中

に

入
り
、

又
筆

を
執

た
が

、
何

う

も
思

ふ
樣

に
行

か
ず

、

こ
て
こ
て

塗

り
付

た
が
、
益

々
ウ

ル
サ
き
物
に
な

る
、
又
畫

を
措

て
煙

草
を
吸

ひ

つ
ゝ
、
數

尺
を
退

て
見

れ
ば
、
捨

る
の
も
惜
く
、

又
取
揚
げ

て
、
何
う

や
ら
斯

う

や

ら
仕

上
げ

た
、
が
矢

張
面

白
く
無

い
樣
な
、
又
惜

き
樣

な
り

、
先
づ
此
迄

と

し

て
晝
食

に
宿

に
歸

る
。

午
後

に
は

昨
日

の
番
小
屋

を
仕
上

げ
ん
と
、
暫

く
休

息
な
し
居

た
る

に
、

今
日
歸

る
と
聞
き
訪

ふ
者
あ
り

、
又
宿

の
小
供

や
其

連

の
子

よ
り
、
地
藏

祭

の
行
燈

の
繪

を
描

き
呉

れ
よ
と
、
終

に
折
角
囑
望

し

た
る
番
小
屋
も
仕

上

る
事

も
出
來
ず

、
四
時
頃

に
愈

々
宿

を
出
で

、
汗
だ
ら
だ
ら

の
惡

き
山

路

を
越

え
、
渡

を
越

え
蝉

や
蜩

の
音
に
送
ら
れ

つ

つ
二
見

に
著

し
、
茶
店

に

て
休
息

せ
り

、
然

る
に

二
見
は
祭
日

の
如
く

、
近
來

珍
ら
し

き
人

出
な

る
が
、
其
等

は
皆
宿
な

き
爲
山

田
町
迄

引
返
す

と

の
事

に
て
、
電
車

も
甚

だ
敷
繁
昌

せ
り

、
僕

は
暫

く
休

み
て
其
處

を
出
で

、

一
里
程

の
暗
き

松
原

及

野
道
を
S

君

と
悠

々
我

家
に
歸

れ
ば
、
留
守

に
出
水
し

て
、
家
は
恰

ど

床

を
浸
し

た
そ
う
だ

。

　
　
　
　
紹

介

◎
山
水
美
論

　

　

　

　

　

小

島

烏

水

著

甲
斐
山
岳
の
形
態
美
、
雪
中
富
士
登
山
記
、
不
二
山
の
繪
畫

に
就
き
て
、

不

二
山
と
淺
間
山
、
日
本
ア
ル
プ

ス
な
る
名
稱

、
日
本
北
ア
ル
プ

ス
の
登

山
談
、
山
を
讃
す
る
文
、
紀
行
文
論
、
紀
行
文
續

論
、
晩
秋
の
自
然
と
風

景
畫

、
芒

の
美
、
川
の
美
感
、
以
上
は
本
書

の
目
次
な
り
、
著
者
の
文
章

の
美
は
今
更
言
ふ
迄
も
な
き
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
多
く
は

一
度
閲
讀

せ
る

も
の
な
る
に
關
は
ら
ず

、
再
讀

三
讀
猶
飽
か
ざ
る
は
、
啻

に
同
趣
味
な
る

故
の
み
に
も
あ
ら
ざ

る
べ
し
、
表
装
は
著
者
の
好
み
に
よ
り
本
年
の
大
平

洋
畫

會
カ
タ
ロ
グ
に
擬

せ
る
も
の
、
清
楚
愛
す
べ
し

(
四
六
形
二
六
六
頁

七
十
錢
、
日
本
橋
下
槇

町
、
如
山
堂
發

行
)

◎
寫

眞
例
題
某
　
臨
時
増
刊
第

一
は
、
浪
華
寫
眞
倶
樂
部
第

二
回
展
覽
會

の
優
秀
な
る
出
品
畫
十
葉
を
抜
き
し
も
の
、
版
面
も
大
形
と
な
り
て
普
通

號
よ
り
も

一
層
美
事
な
る
を
覺

ゆ

◎
東
京

エ
コ
ー
　
雜
誌
東
西
南
北
の
改
題

せ
し
も
の
、
社
會
上
各
種
の
問

題

に
渉
り
て
評
論
報
導
孰

れ
も
よ
く
勉
め
た
り

(菊
倍
判

二
十
頁
毎
月
二

回
發
行

一
冊
十
錢
、
麹
町
區
有
樂
町
有
樂
杜
)

　
　
日
本
水
彩
畫
會
新
會
友

兵
庫
縣
揖
保
郡
揖
保
村

　
　

桑

田

義

雄


